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海洋プレートの大陸プレートへの沈み込みは，その力学的効果により，島弧の隆起運動をもたらす．この変形の様式
は，プレート境界面の形状，プレート間の相対運動，および沈み込み帯の地殻構造に依存する．
まず，沈み込み運動をモデル化し，プレート境界面上の定常すべりによる長期の変位・応力応答を有限要素法により

計算した．この計算では，（１）有限要素空間において弾性的海洋プレート，弾性的大陸プレートおよび粘弾性的アセノ
スフェアから成る構造モデルを構築する．（２）ラプラス空間上で演算を行うことにより，粘弾性問題の解を弾性問題と
同様の形式で求める．（３）プレート境界面上の定常すべりはMelosh and Raefsky (1981)の Split-node法により表現する．
計算の結果，リソスフェアは海溝周辺で沈降，陸側で隆起した．この変形速度場は，長期的には弾性板のたわみ変形

として理解される．一方アセノスフェアは，リソスフェアの隆起を補償するような上昇運動を示す．このことにより，島
弧下では移流による温度上昇が生じ (Fukahata and Matsu’ura, 2000)，弾性リソスフェアが薄くなる．この構造を用いて変
形の計算を行った結果，隆起域に変形が集中し，島弧側に顕著な隆起速度のピークが現れた．この変形様式は一部が薄
くなった板のたわみとして理解される．力学的変形様式が熱の移流の効果によって熱的構造に影響を及ぼし，熱的構造
の変化が地殻のレオロジーを変化させることにより力学的変形様式に影響を与えるという，非線形的な物理プロセスが
沈み込み帯で進行していることになる．


